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観
覧
料 

一
般
１
２
０
０
円
（
団
体
１
１
０
０
円
）
／
20
歳
未
満
・
学
生
１
０
５
０
円
（
団
体
９
５
０
円
） 

65
歳
以
上
６
０
０
円
／
高
校
生
１
０
０
円 

※

（ 

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。 

※

中
学
生
以
下
と
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
（
お
よ
び
介
助
者
原
則
1
名
）
は
無
料
で
す
。 

そ
の
他
の
割
引
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
：
毎
月
第
1
日
曜
日
（
今
回
は
11
月
6
日
、 

12
月
4
日
）
は
、
18
歳
未
満
の
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
は
、
割
引
料
金
（
65
歳
以
上
の
方
を
除
く
）
で

ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

※

無
料
開
館
日
：
11
月
3
日
（
木
・
祝
）
「
文
化
の
日
」
は
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
中
の

展
覧
会
を
無
料
で
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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絵画を祝福するために描くこと。 

それは私たちの暮らしを明るく 

活性化してくれた伊豆高原の環境に 

対する返礼でもある。 

しかし都市的感性や社会性を否定してはいない。 

「人類の錯綜とした不純」というパブロ・ネルーダの 

言葉を忘れないようにしたい。  谷川晃一 
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2016．10/22[土]―2017．1/15[日] 
休館日：月曜日（ただし1月9日は開館）、12/29（木）―1/3（火） 
開館時間：午前9時30分―午後5時（入館は午後4時30分まで） 
 
主催：神奈川県立近代美術館 

In Praise of Sunlight:  
Koichi TANIKAWA and Chizuru MIYASAKO 

谷
川
晃
一
・
宮
迫
千
鶴
展 

さくそう 



 
 お問合せ先  

〒240-0111 神奈川県三浦郡葉山町一色2208-1   Tel.046-875-2800 ／ Fax.046-875-2968 ／ メール : info.kinbi.474@pref.kanagawa.jp   
美術館ウェブサイト http://www.moma.pref.kanagawa.jp     公式ツイッターアカウント@KanagawaMoMA    
広報担当：川人、児矢野  展覧会担当：土居、髙嶋 
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谷川晃一（たにかわ・こういち） 

1938年東京生まれ。画家、絵本作家、
美術評論家。独学で制作を始め、読売
アンデパンダン展で作家デビュー。同
時に精力的な評論活動を展開。1988年
に伊豆高原に移住、「陽光礼讃」をテ
ーマに創作を行う。1993年、伊豆高原
アートフェスティバルを創立。著書に 
『草色のギャラリー』など多数。 

宮迫千鶴(みやさこ・ちづる) 

1947年広島生まれ。広島県立女子大学文学部国文科卒業。 

本展では、二人が東京から伊豆高原に移住し、海と山に囲まれた場所での暮らしの中から生み出さ
れた作品に焦点を当てて紹介します。アクリル画、水彩画、コラージュや布作品、身近にある様々な
材料を組み合わせて作られたボックス・アート、そして最大の見どころは谷川による最新作です。特
に「雑木林シリーズ」と題された新作シリーズは、伊豆高原のアトリエの窓から見える緑豊かな雑木
林の風景を、単純化されながらも豊かなフォルムと、発光するかのように輝くアクリル絵具で描いた
ものです。 
伊豆高原での日々の暮らしや自然へのまなざし、ネイティブな文化への憧れなどをテーマにした、

明るい色彩に満ちた作品の数々を、葉山館という海に面した陽光あふれる場所でぜひご覧ください。 

1960年代から画家として、また美術評論家としても活躍してきた谷川晃一（1938-）と、
妻で画家、エッセイストとしても名高い宮迫千鶴（1947-2008）。夫婦ともに美術と著述の両
分野において第一線で活動し、谷川の『アール･ポップの時代』（1979年）をはじめとする鋭
い美術批評や、宮迫の女性論や家族論などの社会批評は注目を集めました。谷川は1979年以
降に「アール･ポップ展」や「チャイナタウン・ファンタジア展」を企画開催するなど、創作
活動と文筆活動の両輪で時代を走り続けてきました。 

関連企画 
◆谷川晃一氏によるアーティスト・トーク 
 「雑めく心」11月13日（日） 
 「陽光礼讃」12月3日（土） 
◆対談 谷川晃一×原田光氏（美術評論家） 

  2017年1月14日（土） 
 
  各日午後2時―3時30分 
  会場：神奈川県立近代美術館 葉山 講堂 
  ＊申込不要（当日先着70名）、参加無料 
 
◆学芸員によるギャラリー・トーク 
  11月20日（日）、12月18日（日） 
  各日午後2時―2時30分 
  ＊申込不要、参加無料 
 （ただし「陽光礼讃展」の当日観覧券が必要です） 

 
作品キャプション 
1 宮迫千鶴《花言葉・夕暮れの想い》2007年 アクリル、紙  2 谷川晃一《雑木林の生命》2015年 アクリル、紙パネル 
3 谷川晃一《熱帯音楽》2005年 ミクストメディア      4 谷川晃一《黄色い家とひまわり》2015年 アクリル、紙パネル 
5 宮迫千鶴《緑の庭》2006年 アクリル、紙         6 宮迫千鶴《田舎の神様》2005年 ミクストメディア 

その二人が理想とするライフ･スタイルに行き着いたのは、1988年に伊豆高原に移住してか
らだといいます。都会を離れ、豊かな自然と陽光満ちた地で「日々の暮らしの中の芸術」を実
践するとともに、サンタ・フェやアリゾナ、フィンランドなどを旅し、ネイティブな文化への
共感を深めていきました。芸術家夫婦として互いに影響しあい、暮らしと美術の実りある生活
を送る中、宮迫は2008年に60歳で永眠しました。 
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美術活動とともに、写真や美術、家族をめぐる評論や
エッセイを発表。1988年に伊豆高原に移住し、自然に
そった暮らしや「心と体の癒し」などをめぐるエッセ
イを書きながら、絵のある生活を実践した創作活動を
行う。2008年死去、享年60歳。 
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